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地震時におけるバラスト軌道の座屈安定性の評価

１．開発のきっかけ
搬送台車の部品は、１つ１０kg 以上の物もあり、狭いスペー

スでの組立ては危険を伴います。搬送台車を保守用車横で組

み立てスライドインする事が出来れば、危険な作業の削減や復

旧時間の短縮につながり、列車運行への影響を最小限に出来

ると考えました。

２．苦労した点
転車台を使用して、車体を上昇させた時の車体～レール間の

隙間はおよそ５０ｍｍであるのに対し、搬送台車の高さは１８０

ｍｍあるため、１３０ｍｍ（余裕を持って１５０ｍｍ程度）の嵩

上げが必要となります。しかし、床下にスペーサを置くだけでは、

５０ｍｍしか上昇出来ないため、不足分を補う方法を試行錯誤

しました。

３．工夫した点
保守用車の床下に配置された横行車輪に着目し、まずは横

行車輪で仮受けをする事で、転車台下に高さ１５０ｍｍのスペー

サを置く隙間を確保しました。

確保した隙間に搬送台車用スペーサを置き、搬送台車のスラ

イドインに必要な隙間、２００ｍｍを確保する事が出来ました。

４．完成しての感想
車体仮受治具 ･ 搬送台車用スペーサを製作し、復旧に要する

作業時間は、従来の１００分から４０分程度へ短縮されました。

これにより、列車影響を最小限にする事が出来、結果的にお

客様のＣＳに繋がります。

また、保守用車の横で搬送台車組立後にスライドインするた

め、床下での重量物を使った作業を無くす事ができ、安全な

作業体制が確立されました。

５．今後の展開 
車体仮受治具 ･ 搬送台車用スペーサは、同様の課題を抱え

ている他区所にも展開が可能です。

成　果　概　要
現状の問題点：保守用車の車輪が固着等の不具合により自走不能となった場合、搬送台車を使用して他の保守用車に牽引し

てもらい、保守基地に収容します。

現状では搬送台車を使用する為に、保守用車の床下という狭いスペースで重量物である搬送台車を組み立てる必要があり、

組立て作業には多くの労力とリスクが発生していました。

改善内容、効果（現状と改善策の比較）：重量物である搬送台車を床下で組み立てる必要が無いように、保守用車の横のスペー

スで組立て、保守用車の車輪下へスライドインする方法を検討しました。そのままでは、車両に付いている転車台の上昇

量より搬送台車が高くスライドインする事が出来ないため、転車台下にスペーサを置き、転車台による上昇量を補うことで

隙間を確保させる金具を開発しました。
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